
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

チョロ松

オートマトン

タナトス

ロマネスク

14

希望

4

煉獄

14
合言葉

神託

破滅の足跡

甘い唇

君は頷いてしまった

あの日、あの子と二人で決めた、秘密の合言葉。あの子のことは忘れてしまったけれど。二人だけに通じる合言葉を決めたこと、それが大切な秘密の約束だったことは、今でも覚えているのだ。

あなたは神の声を聞いた！神の声のまま、あなたは行動する。神の声があなたの全てを肯定する。神の声は常に正しく、あなたを正しく正しく導いてくれるのだ。そして今、神の声は聞こえない。どうすればいいのか。

それが破滅を招く人物であるとはまったく思わなかった。しかし確かに、普通という概念は壊れたのだ。 誰も信用できない。声を聞いてはいけない。自分が聞くべきなのは、脳内に響く音だけ。 それを感じ取った瞬間、君の世界はぐるりと一回転し、真っ赤に染まった。笑うのは、目の前の兄弟。

柔らかな唇の感触を覚えている。いつどこでなのか、それは朧げでわからないけれど。そっと触れ合ったあの唇の感触は覚えている。そしてその唇によって、君は唆された。それが救済だと告げられ、神の啓示だと言われ途方に暮れた君は盲信したのだ。その影は、確か目の前にいる彼の姿をしていなかっただろうか…？

君の目の前に立った十四松の殺意に満ちた表情は、どう足掻いても脳裏から消えることはない。意識が飛ぶ間際に聞いたあの声。「アンタは、おれ達兄弟のために、働いてくれるよね？」酷く落ち着いたその声に、今まで感じ得なかった安心感を得てしまった。君は不幸にも、その言葉に"頷いてしまった"。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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コストとして任意の基本パーツを1つ損傷、行動判定・攻撃判定・切断判定を振りなおしてもよい

あなたは精神攻撃によって与えられる狂気点を無視してもよい。無視した狂気点1点につき、任意の基本パーツを1つ損傷する

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい

レギオンの「移動妨害」を常に無効化してよい。レギオンがあなたに対して行った攻撃判定は判定値７以上でなければダメージを与えない。

改造3パーツ取得

攻撃判定・切断判定の出目は全て+1、ターン終了時・戦闘終了時にパーツ損傷)
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肉弾攻撃１

支援１

移動１

最大行動値+2、装備箇所にダメージを受けた際、あなたは任意の基本パーツを追加で損傷しなくてはならない。

腕部の白兵･肉弾ダメージ+1、腕のみ防御1

白兵攻撃1+切断+連撃1

右腕の代わりに取って付けられている。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

自身がダメージを与えた際のみ使用可。コストとして任意の基本パーツを1つ損傷。白兵･肉弾ダメージ+1(重複不可)1ターンに何度でも使用可
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